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の
問
中
さ
ん
m
t
b

ど
液
い
も
の
が
あ
る
。
そ
ζ
で
計
面

禁
わ
た
ご
?
一
説
車
問
書
館
主
話
題
と
室
内
的
な
喝
毒
素
道
官

抑
制
勤
し

JK
図
書
館
は
ヮ
社
会
と
の
連
帯
方
途
は
求
め
に
〈
い
実
態
九
芝
、
市
民

一
平
措
感
毒
め
る
ζ
と
の
て
き
る
掲
示i
u

の
み
な
さ
ん
に
む
震
を
い
た
だ
き

払
郊
と
欝
い
た
訪
中
請
に
つ
弐
さ
っ
そ
〈
仕
協
力
空
ね
が
い
た
い
の
で
あ
る
。

日
開
色
感
想
芸
せ
ら
れ
た
1

予
算
晃
容
に
つ
い
て
は
「
広
報

月
輔
わ
た
く
し
崎
市
長
飴
ぷ
M
M

市
長
ひ
ら
コ
か
」
で
詳
細
に
お
知
ら
せ
す

3
品
誌
の
ベ
ン
皿
U

ぞ
巡
し
て
、
市
民
と
の
る
の
千
百
、
そ
れ
か
ダ
訴
の
聞
の
話
題
に

と
に
ろ
の
交
流
お
は
か
ら
れ
る
に
と
し
て
い
た
だ
き
、
豆
沼
見
な
ど
JFま

の
意
味
白
蕗
さ
骨
総
じ
て
い
る
。
わ
り
た
い
と
お
も
っ
て
い
る
。

ア
吋
刃
の

w市
長
の
ベ

y
E
H
を

×

X

本
年
は
市
長
一
-
一
朗
自
由
折
り
命
唱
し

興
味
深
手
叫
ん
で
い
ま
す
。
一
一
万
昭
和
一
一
7
寸
八
年
五
万
、
わ
た
く
し
の
年
で
あ
る
。
残
る
一
一
か
年
の
任
期

斗
五
臼
日
吉
M
m輩
出
に
つ
い
て
で
が
市
専
務
d
J
し
て
か
ゑ
時
少
年
を
宍
市
民
の
た
め
白
苅
詳
し
た
尽
に

沼
γ

え
よ
フ
一
宇
レ
て
い
る
。
当
時
白
人
す
る
た
め
、
お
お
い
に
が
ん
ば
り
た

ロ
は
子
一
万
λ
千
七
言
寸
一
入
、
一
い
。

凱
脱
会
計
白
当
窃
?
算
額
は
十
四
億
五

千
七
百
沼
ー
サ
然
万
m
m
に
恋
f

と
な
か
っ

(23) 
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昭
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刷
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八
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問
問
・
一
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一
平
成
市
組
品
協
会
は
、
地
元
町
出
村

部
存
会
協
賛
の
も
と
に
市
内
田
村
町

神
川
橋
下
流
約
六
O
Mの
相
検
川
右

陣
ヂ
血
眼
光
名
所
の
一
つ
に
し
ょ
っ
と

「
田
村
の
凝
r
H場
跡
』
の
鹿
を
つ
く

D
、
一
一
一
月
二
十
一

白
、
関
係
者
が
出
炉
問
料
哨

出
品
し
て
壬
の
除
心
明
日

4

2

式
そ
に
な
っ
た
。

と
の
石
碑
時

下
郡
真
鶴
お
停
の
一
喝
さ
約
一
一
一
日
、
抱

一
Mmν
日
然
石
に
加
一
島
市
長
崎
む
主

に
よ
る
A
出
村
の
性
上
議
跡
V
の
題

字
が
刻
表
れ
、
か
た
わ
ら
に
高
さ
一

a
}

守
山
川
、
幅
七
五
時
の
保
融
に
度
し

拐
の
い
わ
れ
が
刻
み
と
ま
れ
て
い
る

衿)1

総
工
時
間
は
百
二
寸
万
円
J

〈
田
村
と
田
村
の
渡
し
場
〉

間
村
の
地
は
、
古
く
か
ら
坂
上
回

村
肢
に
ゆ
か
り
白
地
と
伝
子
凡
、
箱
根

路
に
つ
づ
く
持
畏
〈
み
ち
の
と
〉
へ

の
剣
山
一
唱
に
沿
っ
た
と
こ
る
に
組
問
明
日
川

の
俊
レ
潟
が
あ
っ
九
鎌
倉
時
代
に

は
一
ニ
楠
平
六
議
対
の
国
対
の
館
が
あ

D
、
競
角
武
+
…
一
が
し
な
し
ば
八
一
む
来
し

た
こ
と
は
史
語
に
あ
き
ら
か
育
あ

る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
関
東

ヂ
レ
ピ
ー
道
路
沿
い
白
立
て
罰
長
な
う
と
す
る
令
も
の
で
あ
る
@

ど
で
よ
〈
見
か
け
る
ζ

と
は
で
あ
る
市
内
白
学
校
で
は
昨
年
白
春
、

ー

が

、

ζ
れ
は
昨
年
の
者
自
全
国
山
交
通
大
野
、
中
塚
、
富
士
見
小
学
校
の
一
一
一

〈
安
全
蓮
爵
か
ら
実
話
さ
れ
た
。
学
童
校
が
、
ま
た
杭
に
は
神
一
出
、
泊
、

幼
氾
主
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
由
松
鼠
小
学
校
の
計
六
校
が
摺
足
杏
れ

新
レ
い
誤
み
て
あ
る
。
て
い
る
。

激
泡
ず
る
交
通
禍
一
ん
か
ら
一
市
民
舟
…
守
ス
ク
2

ん
(
学
校
〉
ゾ
ー
ン
(
幼
虫
ち
に
、

ζ

と
じ
の
右
に
は
、
横

る
一
助
s手
レ
て
、

'

p

内
1

議
出
、
土
崖

今
宣
言
義
兄
タ

j
ル

y
y
iン
吉

沢

、

岡

崎

小

で
M
H

支
滋
安
会

d

F

学
校
泊
五
校
世
一
一
指

だ
よ
り
μ
を
定
期
的
に
掲
載
す
る
。
帯
e

地
域
)
と
い
h

つ
品
屈
服
で
小
学
校
定
し
、
市
内
十
八
小
学
校
の

42u、

市
議
安
会
に
一
環
す
λ急
な
た
の
む
慈
影
中
心
に
半
経
五
O
C
M以
内
砂
原
+
一
校
が
掃
除
メ
い
れ
て
い
る
。

白
川
ゃ
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
ア
イ
デ
郊
と
じ
T
、
そ
白
地
域
ψ
議
々
規
制
と
よ
じ
の
軟
に
は
、
全
部
の
小
学

ィ
ア
が
あ
れ
ば
可
ぜ
ひ
知
ら
せ
で
ほ
ず
る
も
の
日
立
、
そ
め
均
域
の
み
な
さ
校
に
ス
ク
ー
ル
ゾ

l
yの
指
定
が
予

し
い
。

p
m
M
V
車
を
選
転
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
定
さ
れ
だ
い
る
。

門
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
叫
最
近
の
新
聞
同
み
ん
な
で
と
ど
も
を
事
故
ー
が
烏
寸
ろ

の
議
域
大
山
石
尊
社
へ
の
参
詣
遂
と

し
て
袋
昌
し
た
九

田
村
白
神
刊
し
品
閣
は
、
大
仕
郡
関
村

高
陸
部
一
之
色
村
向
日
掛
村
の
一
一
一

村
山
川
智
頭
十
叫
渡
レ
守
馬
南
な
ど

飽
そ
う
を
常
時
件
じ

て
い
ι九
明
治
初

年
由
記
録
に
「
H

訟
ご
す
臨
在
百
一
一
十
二
関

;

f

(約
九
一
一
一
致
)

水
流
ム
ハ
寸
間
(
約
一

O
八
円
己
、
深

さ
一
一
尺
(
約
0
・
九
じ
)
よ
わ
J

一

の
時
佳
は
離
も
書
名
で
、
詩
歌
の
作

品
が
多
く
の
こ
っ
て
い
る
。

護翠窓翠警護

土地の利用状況および住宅用地の認定のため、ごと泌の 1祭ごとの言問査を行ない

ます。宅地内に立ち入るさ撃と迷惑をおかけすると思いますが、と協力ください。

詳しいととは資霊長税言葉 (22)17∞ 内線 266へ



軍
午
煎
4
持
部
分
ー
ま
髭
暗
い
探
察
潜
か
b
漁柑刷出叫

λ
が
五
事
一
の
線
制
聞
に
聾
盟
、
定
額
輯
を
高
げ
に
行
く

と
占
有
月
一

で
、
古
主
イ
午
を
羽
刷
用
し
た
』
イ
ヤ
魚

礁
が
設
授
さ
れ
九
主
イ
ヤ
車
磁
は
乗

用
車
由
古
』
イ
ヤ
十
太
骨
可
思
ナ
H
Y
に

庄
一
綜
し
て
一
た
ば
均
一
一
帯
?
の
タ
イ
ぞ

に
お
も
り
南
町
の
コ
ン
ク
リ
J1ト
を
つ
め

沈
む
也
と
い
う
新
工
否
に
よ
長
。
由
。

午
前
八
時
、
相
模
川
川
河
口
に
泊
惑
さ

れ
た
か
日
イ
ヤ
魚
様
冷
島
盟
事
レ
た
台
紛

が
、
タ
グ
ボ
ー
ト
に
引
か
れ
て
約
一
・

五
計
の
沖
合
い
へ
出
発
武
涙
三
十
五

阿
川
の
海
底
へ
次
々
と
没
入
さ
れ
た
6

虫
イ
謀
議
は
霊
語
久
力
が

あ
り
桟
誕
の
場
合
、
一
揖
草
が
よ
〈
襲
稜

'H
増
面
撤

ρ
晶
帯
魚
の
忍
出
来
が
大
き
い
と

さ
れ
、
ま
た
、
稚
魚
町
保
護
場
に
な
る

な
ど
利
点
が
あ
げ
る
れ
て
お
り
、
漁
業

関
係
岩
は
ー
タ
イ
ヤ
魚
繰
白
今
後
の
効

ー
景
争
議
等
I
Hて
い
る
。

軍
大
宮
な
h
J

レ
i
ン
車
官
、
義
室
民
間
組
ピ
緩
み
込
ま
れ
る
。
一
組
一
一
一
世
自
活
十
地
も
品
る
の
で
作
業
E

一員

も
棄
剰
だ

マ
需
と
岡
山
由
民
が
此
障
し
た
と
き
、

応
急
修
理
や
原
隠
の
昆
分
け
が
で

き
な
い
。

円v
一
般
的
な
電
気
知
識
宇
幼
っ
て

お
き
た
い
。

門

v電
点
目
器
具
と
電
気
相
金
と
の
閣

議
長
一
ロ
メ
モ
:
今
月
は
『
電

mm
に
つ
い
て
開
聞
い
て
お
き
た
い
。

気
合
む
だ
の
な
い
よ
っ
ユ
夫
じ
て
マ
コ
!
ド
、
ブ
一
フ
グ
の
停
震
や
ヒ

隠
か
ベ
著
し
占
存
し
よ
う
」
c

ユ
ー
ヌ
の
取
h

ツ
持
え
な
ど
か
4一王宮

次
の
よ
う
な
場
合
の
相
談
は
ー
で
お
ぼ
え
た
い
。

東
京
電
力
の
町
田
山
口
や
議
先
制
百
円
日
間
ヤ
亀
気
教
室
内
化
調
保
し
て
い
る
の

を

利

肩

し

よ

う

。

で

叩

-L込
み
を
。

竹

v
新
し
い
電
長
器
具
が
い
ろ
い
ろ
く
わ
し
い
ζ
と
は
、
理
常
d
l
放

出
廻
っ
て
い
る
が
、
そ
の
選
定
に
営
業
読
ヘ
ハ
T
E
L幻
・
一
九
一

ま

よ

っ

て

い

る

。

一

一

〉

()学 級・茶道、車道、毛筆、ベシ字

<> 苧工芸、都議ち常真、絵E晋

()開設務習 2 組問 5 汚~49年 2 月

毎i麗1百118時 --2C時

()学軍事滋耳庁 -1青少年会館、崇蓋公民館

。費 用 e知軒仁ただしテキスト代等負担〉

()謹 務・市内在住夜勤の18~25歳男女

く〉申 込 φ 市民部膏少年課へ.4 !'l28日

まで仁午後6時まで受吋〉

-平塚地区労 C地区労事務所) 31-5246 

@平塚J告白玄関塑ぐ日産車体的) 21-7140 

平塚市街連 C専門玉吉会ん内)21-1090 

平掃連〈白井あき宅) 58-1474 

市役所行政課 22-1700 

9会詳しいことは 市役所行政課22-1700

働祭実行委員会

φ14時~18時30分

φメイコボウJ~

令タ 4ーンボウル



取
り
材
け
管
工
事
業
者
に
向
い
合
メ
!
カ
ー
に
よ
る
取
り
付
け
の
位

水
道
曾
工
事
業
わ
せ
た
と
乙
ミ

ζ
の
ヱ
事
手
引
醤
壁
、
間
隔
は
、
又
井
や
た
な
な
い
C
守

家
を
新
築
し
た
略
者
日
日
取
り
付
け
給
水

K
プ
ロ
パ
ン
の
療
所
を
知
ミ
ヲ
、
ま
え
プ
ロ
パ
燃
物
の
部
分
か
長
ハ
一
U
巧
以
上
白
隠

誇
負
い
業
者
に
取
タ
ガ
ス
業
者
が
ガ
ス
主
管
た
も
の
ジ
ガ
長
筆
者
も
な
ん
ら
こ
れ
に
離
毒
つ
よ
昌
一
小
主
て
い
あ
。

背
け
さ
せ
た
ア
ロ
パ
ン
ガ
ス
瞬
間
協
で
あ
っ
た
ぷ
、
メ
ー
カ
ー
の
「
工
事
対
す
る
指
m
も
な
認
も
し
て
い
な
か

ζ
白
よ
ー
つ
な
事
散
を
訪
ぐ
た
め
、

開

し

露

だ

が

二

年

愛

宮

で

扱

熱

手

引

き

に

取

旦

付

け

の

位

奨

間

つ

九

翠

戸

川

県

J
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会
お
よ

一
有
換
部
に
口
氏
♂
由

p
h
i
p
L
3羽

p

h

2

1

1

1

i

恥

F

E

Z

-

;

び
平
山
明
者
μ
鐙
珂
…
孟

立

を

き

議

敷

設

問

押

し

た

議

醸

し

器

部

民

間

筆

者

た
の
で
危
簡
を
感
電

3
2
w忌

Jg藍
F
F
e

号

d
t
z
z
z誌
に

対

す

る

安

全

性

問

軒

れ

支

弁

よ

夢

中

ハ

ハ

〉

代

ン

以

上

離

す

日

比

一

正

義

、k
E
C
4
Q
購
入
謹
の
半
額
以
瀦
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
自
主
で
、
乙
の
件
に
つ
い
て
ほ
市
み
な
さ
ん
の
震
に
あ
る
ガ
ス
潟

上
の
倍
麗
代
を
請
求
さ
れ
た
が
、
一
ら
ず
湯
沸
し
怒
と
鋳
塾
天
が
い
と
の
町
村
の
広
怒
γ
防
実
例
に
安
八
世
奈
遜
締
ぷ
加
を
、
一
度
、
点
検
し
て
み
て

雲
で
漏
で
で
し
芋
フ
吉
疑
問
問
要
極
端
に
狭
く
設
置
し
て
、
主
が
定
め
ら
併
で
い
る
か
ス
瞬
間
襲
〈
だ
さ
い
。

を
も
っ
事
打
、
格
雨
明
代
も
不
当
に
高
い
っ
た
や
k
q
熟
知
ζ
も
り
、
過
熱
状
し
器
の
取
り
付
け
け
泣
底
臨
む
つ
い
て
、
(
県
忠
塚
消
費
生
活
セ
ン
点
?
〉

と
患
い
ま
70

績
と
な
D
J
冊
以
熱
交
換
部
が
溶
解
関
係
者
に
注
濯
す
る
と
同
時
に
、
当

潟
水
原
密
章
詞
ベ
た
し
漏
水
し
た
も
の
と
判
判
断
さ
れ
設
取
り
付
け
管
工
事
一
警
告
に
改
催
さ

と
乙
奇

ζ
由

プ

ロ

パ

た

せ

た

1

雪
月
は
中
学
由
rr早
業
し
た
人
の
一
九
立
山
崎
替
事
典
、
人
名
録
、
母
艦
端
、
自
書
、
郷
お
守
3
7
V才
コ

y
+
1
1戸

え
と
、
そ
れ
に
よ
も
宇
治
対
話
史
資
料
な
Fめ
季
J

図
書
者
桑
中
的
ド
婚
〈
土
〉

3
時
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ペ
ス
ト

済
企
わ
な
っ
て
い
ま
す
JO

え
て
b
Dま
F
。

セ

ク

i
y
p
lズ

1

「
?
イ
E
ン

ま
た
一
目
録
さ
れ
て
い
る
万
令
片
の
伐
引
事
ゃ
な
日
間
の
な
か
で
お
き
十
点
叫
切
と
ガ
i
フ
y
yタ
ル
、
サ
ン
タ
ナ
一

所
従
慌

PTUて
い
ま
す
の
で
d
h
し
出
し
に
一
帯
将
コ
ー
ナ
ー

lhvど
し
♂
じ
む
利
用
マ
般
開
会

4内
川

n
u
(仔
)

2
時

中
5
4
け
る
時
に
市
し
出
て
く
だ
さ
い
。
く
ど
さ
い
。
同
町
陀
劇
シ
リ
!
ズ

1

「
家
光
と
ら

一

み

で

こ

ど

も

ハ

セ

た

と

一

心

xm」
ギ
一
説
ρ

中
付
加
m
p師

五
十
為
山
川
出
来
峰
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開封接決・妻女趨::-::J山」前向 37J"J匂栓過

して満3歳までの乳幼児 E主主後綴
3歳コ?こたつヲるまでに 2 の線
用をすませる。

(!t)①百臼ぜき・ジフテ')ブ・臣賞喜善

風混合予防主主殺を受 [2遊間j
たっていない人以三をけられません②

f下苦手りをしている人以受げられま

せん。

臨時間・ 13階的分7う、らまでω た
だL、強日;の玉三 ι~15持。

盟巡回怨漣

4Jヲ18日 11g公民 l ぷIトムこを協土

官三 ξ

'" 19日後出.!~l民記、白崎公
づき〉出ご

'" 20口全日公民的平校保隆所

。23日八嶋ごとr:c2む以外JB:Ljfム祭
会

d' 24日 大野氏公民宣言
.p 258 ~民間公民自: イどか公民館
t 26白 神泊三ミ江f日;ご全i目玉己責宮
<-2:1日中原公民間
'" 2呂田平塚氏

購対象・ 1期~弘極勺日にri:i}6か月
在経過して 241)'. までの乳幼児
(2 期白人[こと~，~ られません〉

覇時筒・ 13時 30分~15!時まで。ただ

し捺印の会間， ~1日時。

E主主〉①小児マとヲーンを受け
てから rlかJ-jJアニラ ζL、ない人は
浸けられませ/ぃ

ar並立事」のあ叫人一喝を受ける
前にi!'古沿っけのに占さんに申し
出て〈ださいe

ちゃん
し

官山下38 落Jt~o 年汽輸送昭早

塚住吉業汚点げ1i!7)三沢予毎 日;さん(3め
と重要話、王子さんぐ2のの 2 5 iJ; 

月のいま身長64宇、体重 9"f，，<:>生ま

れて間もなく二一ぜをひさ、主管支ぜ

んそくで問問広駐になり、救急車で

市民崎らtに入〔ぶ向ひごろい在したζ
とがあ1)ます。だが、いまは元気い

吋っぱい。 おにいちゃんの反ーちゃ

ん (4歳〉と太のHよしa ヨーグル
トが大好き。 f"J な~横沢、ママは東
京出身。おえ主主汀 í~47ínO.f]29B。

ください

5 1詔午前皐時30分より梶捕しきます。
特{こ11月11日 (8コ、日 C金コ、 258
(8)を帯主呈される方はよこ詑の時間去っさ

とおいでください。

平塚市安七ンタ同案内回

6月 1日平塚む可
E弱判定臼

5月25臼 1目公民館 楽中央農協ごコ
沢支所

?' 28臼 探皇室出公民館掛町崎公
民豊富桜.~島公民館

ク 29臼 金呂公E設さ平駁保健所
講堂

?-30日戸曙公民館

311] 大野公民館佐原公渓ffI自
6 J=J 1 iヨ 主再王宮公民館
。4i3 横内団地集会場
'" 5日 中原公民館
'" 6日 神EB公民銃器企註]公民館
'" 7臼花水公民館
<- 8臼 平塚市民病院

。13臼
1-14日大喜子《民館神田公民吉E
d少 15思想公民館平援保健所議

堂

16日主真夜公民館松鼠岳民館
9 25日八幡公民館棟内団地童話

会場

'" 26臼 ;(r;7J<公民館
ρ27臼 早塚市昌二将務
c2函箇〉

6 PJ18尽全日公民主自張中央捜協
広沢支所

C> 19口器笠臼公民館掛金田公
虫館詩城島公民館

? 20臼
.o-21日大野公民館神田公民館
? 22臼 旭公定問喜 平家保所講

主主
?-23臼須賀公民館託、原公民館
7FJ 8 八崎公民総横内EJj地主詰

会場

ク 3日花木公民館
'" 4日 平家市民巳百

欝対重喪 '1%寄1歳までの赤ちゃんなら
どなたでも受けられます。当日(立

母子手振を忘れずに持ってきてほ

しい@

関湾問，午前宮前30分~lC時30分

4月四日仁木) 1'"1'笥公民館
? 26臼 Cオミ〉 笛沢公民主
5l110B (/IC) 金[司公民館
グ 17日 c本〉 こ士R'A公民館
タ 24日(木〉 盛岡公民館
タ 31日 C約 金百公民館

5月 7臼〈木〉 成品公民館

ク 14臼仁木;コ 横内沼地主集会場
ク 21日ひd 悶崎公民館
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近いうちに、河1fïI~収集をき建議

盟巡回目重量 "5汚108仁木〉 沼産主主体ぐ棋〉

5月118(金〉 臼量産車体 C揖) 51寺13お (Eヨ〉

臨地震自治金 (10時から15時) 5月1780")

臼産車体仁株コ 5月沼田〈壷〉 日様車体〈株3
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